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報道関係 各位                                            牛久市 

新たな牛久市指定文化財の指定について 

 

牛久市はこのたび、「軍陣備之画図
ぐんじんそなえのがず

」と「山口
やまぐち

重政
しげまさ

肖像画
しょうぞうが

」を新たに牛久市指定文化財に 

指定しましたのでお知らせいたします。 
両資料は江戸時代に牛久藩を約 270年の長きにわたって統治した牛久藩主山口家

に関係する資料です。 
牛久市で新たな指定文化財が指定されるのは、約 7年ぶりのことです。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

新たに指定された２件の指定文化財について 

軍陣備之画図（江戸時代前期～中期） 

「軍陣備之画図」は、江戸時代に牛久藩を治めていた山口家に伝えられてきた、軍の編成を描いた絵図

です。鑓や弓、鉄砲を持った兵士や騎馬など、227 人が整然と描かれており、当時の牛久藩の軍備を

知ることができます。小藩の陣備図
じんぞなえず

が現存する例は少なく、牛久藩の歴史を伝える貴重な文化財です。 

 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回新たに指定された牛久市指定文化財は、個人の所有のため通常非公開ですが、令和 8

年 3月頃に一般公開を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇指定文化財に関すること 

牛久市環境経済部文化財・シャトー活用推進課 

担当：飛鳥川、有薗（☎029-874-3121） 

Email bunkazai@city.ushiku.ibaraki.jp 

〇発信元 

〒300-12９２ 牛久市中央 3-15-1 

牛久市市長公室広報広聴課 

☎029-873-2111（内線 3221・3222） 

Email kouhou@city.ushiku.ibaraki.jp 

お問い合わせ 

今回新たに指定となった指定文化財の公開予定について 

山口重政肖像画（江戸時代） 

「山口重政肖像画」は、牛久藩主山口家の藩祖とされる 

山口重政（永禄 7（1564）年～寛永 12（1635）年）を 

描いた肖像画です。 

重政が出家して高野山にいた時期の姿が描かれている 

と考えられます。牛久藩主山口家の歴史を伝える貴重 

な文化財です。 

 

 

 


